
厚
労
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
が
先
ご
ろ
、

２
０
２
１
年
度
の
地
域
別
最
低
賃

金
改
定
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
の

時
給
を
一
律
28

円
引
き
上
げ
る

よ
う
求
め
る
目
安
を
田
村
厚
労
相

に
答
申
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

低
下
し
た
労
働
分
配
率
の
向
上
が

狙
い
で
、
過
去
最
大
の
引
き
上
げ

幅
と
な
る
。
し
か
し
、
引
き
上
げ

に
は
企
業
へ
の
政
府
支
援
が
不
可

欠
だ
。
今
回
の
答
申
で
は
、
２
０

２
１
年
度
の
最
低
賃
金
（
時
給
）
を
目

安
の
全
国
平
均
で
前
年
度
比
28

円

円
引
き
上
げ
て
、
全
国
平
均
の
最
低

賃
金
は
９
３
０
円
、
引
き
上
げ
率

は
3

．
1

％
を
求
め
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
て
事
実
上
の
据

え
置
き
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
は

別
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
２
０
1

６
～
19

年
度
と
同
水
準
だ
か

ら
、
突
出
し
た
引
き
上
げ
と
は
言

え
な
い
。
安
倍
政
権
時
代
か
ら
、

政
府
は
１
０
０
０
円
を
目
指
し
て

「
年
3

％
程
度
」
の
引
き
上
げ

方
針
を
示
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の

ペ
ー
ス
へ
と
戻
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
今
後
は
都
道
府
県
の
審
議
会

で
審
議
し
、
都
道
府
県
の
改
定
額

は
8

月
に
出
そ
ろ
い
、
新
た
な
最

低
賃
金
は
10

月
ご
ろ
か
ら
適
用

さ
れ
る
。
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

の
答
申
は
異
例
の
採
決
で
決
め
ら

れ
、
経
営
者
側
委
員
の
4

人
が
反

対
し
た
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
飲

食
・
宿
泊
業
な
ど
が
昨
年
度
以
上

に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
こ
と

が
経
営
者
側
の
反
対
の
論
拠
で
、

最
低
賃
金
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
れ
ば
、
企
業
経
営
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
と
い
う
わ
け
だ
。
事
実
、
日

3

か
月
間
、
休
業
規
模
要
件
を
問

わ
ず
に
支
給
す
る
と
い
う
。
ま
た
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

産
性
向
上
支
援
策
や
下
請
取
引

の
適
正
化
な
ど
も
展
開
す
る
。

特
に
下
請
取
引
関
連
で
は
、
最

低
賃
金
改
定
に
際
し
て
官
公
庁

が
、
官
公
需
の
受
注
事
業
者
か

ら
の
申
し
出
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
契
約
金
額
の
見
直
し
の
必

要
性
を
確
認
す
る
と
い
う
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
所
得

の
格
差
是
正
や
底
上
げ
に
つ
な
が

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
企
業

支
援
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
菅
政

権
の
功
績
の
１
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
商
工
会
議
所
の
三
村
会
頭
は
「
コ

ロ
ナ
で
最
も
苦
し
ん
で
い
る
事
業
者

が
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

影
響
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
。
議

論
の
プ
ロ
セ
ス
に
疑
問
を
持
た
ざ
る

を
得
な
い
」
な
ど
と
審
議
自
体
に
疑

問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
菅
政
権

の
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
だ
。
6

月
に
決
定
し
た
「
骨
太
の
方
針
」

で
は
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
重

要
政
策
の
１
つ
に
掲
げ
、
経
済
回

復
の
果
実
を
労
働
者
に
回
す
方
針

を
示
し
て
い
る
。
労
働
者
へ
の
配

慮
を
す
る
こ
と
が
政
権
の
目
標
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
企
業

側
へ
の
支
援
も
実
施
す
る
方
針

だ
。
例
え
ば
「
雇
用
調
整
助
成

金
」
は
、
特
に
業
況
の
厳
し
い
企

業
へ
の
支
援
を
年
末
ま
で
継
続

し
、
原
則
的
な
措
置
を
含
め
て

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
（
中
小
企

業
最
大
9

／
10

）
以
上
の
助
成

率
を
維
持
す
る
し
、
業
況
特
例
な

ど
の
対
象
と
な
る
中
小
企
業
が
、

最
も
低
い
時
間
給
を
一
定
以
上
引

き
上
げ
る
場
合
、
最
低
賃
金
が
引

き
上
が
る
10

月
か
ら
年
末
ま
で
の


